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１．砂浜収支のトレンド変化 

表－１は、国土地理院の発行する地形図を比較し

て近年の砂浜収支を集計したものである。昭和から

平成初めにかけて大きく砂浜が侵食していたが、平

成初めから平成十年代後半にかけてわずかに堆積傾

向となり、砂浜侵食のトレンドが変化していること

がわかった。 

表-1 期間別の海岸線変化面積（沖縄を除く） 

２．止まっていない海岸侵食 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 海岸線変化速度の沿岸分布（H4-H18）及び、

地盤高変化量の平面分布(H14-H17) 

図-1は仙台湾南部海岸（山元海岸）について、１．

と同様に国土地理院地形図をもとに算出した砂浜の

後退速度(m/年)と、深浅測量データをもとに海中の

地盤高変化量(m)を示したものである。緑線はその位

置の海岸線後退速度が1m/年未満または堆積傾向で

あることを示し、激しい海岸線後退は抑制されてい

ることがわかる。 

しかし水面下の地形変化を見ると、ごく浅い海域

を除き地盤高が下がっている（図-2）。水深7mから

水面上の砂浜まで含めた浅い範囲ではバーの移動等

により増減があるが差し引き-196千m3/年の速度で

土砂が減少している。また水深7m以深では全体的に

地盤が低下しており-483千m3/年で土砂が減少して

いる。これらを考慮するとうちあげ高の増大や海岸

構造物被災の可能性は高まっている。 

図-2 Co.102断面の拡大図 

国総研では海岸線変化と海底地形の変化を主な侵

食海岸で調査しており、仙台湾南部海岸と同様の、

海岸線の後退は抑制されてきたが海底の土砂量が減

少している事例がいくつかの海岸で見られる。 

海岸線が護岸まで後退してこれ以上後退出来なく

なった侵食海岸や、様々な侵食対策が行われてきた

結果として海岸線後退が抑制されつつある海岸は多

いが、高波災害の危険が抑制されたかどうかを判断

するには海底地形も含めてモニタリングをする必要

がある。海岸線を調べるだけでは海岸侵食の動向が

把握できない段階に入ったと考えられる。 
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 後退 

(ha) 

前進 

(ha) 

収支 

(ha) 

年平均 

(ha/年) 

期間Ⅰ(M38-S53) 17,908 14,479 -3,429 -47 

期間Ⅱ(S53-H04) 5,377 3,203 -2,174 -145 

期間Ⅲ(H04-H18) 2,788 3,098 310 28 

（国土地理院地形図の海岸線を比較して算出） 

地盤高変化量（ｍ） 
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１．なぜ今、海岸でトレンチ調査が新しいのか 

 海岸分野でも数値シミュレーションが進み、我が

国の海岸特性に合った複数の粒径で構成される海岸

の地形と底質の変化の再現が可能となってきた。現

在では平均水位までの再現にとどまるが、海浜（陸

上）の再現への発展が期待される。ただし、波打ち

際から砂丘に至る堆積環境の把握が不可欠である。 

 しかし、検証材料となる現地実態把握は、決して

豊富でないのが現実である。点情報のボーリングや

壺掘り、表面の底質調査等のサンプル数を多く得る

調査が中心となってきた。これらの調査は、堆積の

履歴（海浜の生い立ち）を把握することは困難であ

る。そのため、海岸研究室では堆積現象を解明する

ためにトレンチ調査を実施している（図-1）。 

２．トレンチ調査で得られるもの（図-2） 

 砂が潤沢に存在する河口近傍では高い浜を形成し

ていることや漂砂の終着点でも砂の割合が増して同

様に背後（山側）まで砂が堆積していることから、

砂の供給の多少が背後の地盤高さを決定しているこ

とが分かってきた1)。 

 また、最大侵食時の断面を把握することが可能と

なり、海岸線の維持の上で重要な情報が得られる。 

 我が国の多くは砂礫浜で、砂と礫の勢力争いによ

って「海岸の特徴」を形成している。海岸研究室で

は、今後もトレンチ調査により「海岸の特徴」を形

成するメカニズム解明の情報を掘り出して行く。 

【参考】 

1) 土木学会論文集B2,Vol.70,No.2,pp.I_681-I_685. 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/kaigan/70/2/70_I_68
1/_article/-char/ja/  
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図-1 トレンチ調査の様子 

図-2 ３次元空間モデル作成ソフトにより作成した断面の連続画像 
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